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インターネ ッ ト/イ ン トラネッ トの

経済的 ・社 会的利用 の諸形態

小 林 正 人

1は じ め に11

情報化が経済 と社会 に及ぼす影響は これ まで さまざまに論 じられて きた。 し

か しそ れ は,1970年 代 のMI5,そ の 後 のSIS,CIM,C/S(clientserver

system)な ど一 時期 出版界 をにぎわ し,し だ い にす たれ た カテゴ リーの歴 史

で もあ った。で は現代の インターネ ッ トは どうなのだ ろうか。

.イ ンター ネ ットの利用 形態 は娯 楽の類 も含め て多様 であ る。 しか し確か な こ

とは,コ ンピュー ター ・ネッ トワーク とい うものが これほ どまで企業か ら行政

機関か ら,ま った くの個 人まで も巻 き込 んだ ことはなか った とい うことであ る。

そ こで過大評価2,に 陥 らず に利用 の現状 を把握す るには,代 表的な利用形態 ご

とに分.析し,そ の上 で総 合的に評.価す る必要があ る。

ところが具体 的事例 を分析す るには,イ ンター ネ ットの技術 に関す る用語 を

避 けて は通れ ない。 そこで本稿 では初めに,TCP/IP,ル ー ター,ハ イパー テ

キ ス ト,WWWな どの用語 の相 互関係や,イ ンター ネ ッ トの歴史 につ いて簡

1)野 沢正 徳 先 生 は経 済 統 計 学 会 にお い て,「 イ ン 歩一 ネ7ト と統 計 情 報 」寧(第39回,1995年),

「イ ン ター ネ ッ ト統 計 情 報 の 意義 と課 題 」.(第40回,1996年),「 イ ン トラ ネ ッ ト ・エ レク トロ

ニ ック コ マ ー ス ・電 子 マ ネー の 現 状 と課 題 」(第41回
,1997年 〉 とい う イ ンタ ー ネ ッ トに 関 連 す

.る 学 会 報 告 を 連 続 して行 な い,さ らに,論 文 「統 計 学 の 現 代 化 と情 報 ネ ッ ト ワー ク」*泉 弘 志 ・

木 下 滋 ・藤 江 昌 嗣 ・大 西 広 ・藤 井 輝 明 編 「経 済 統 計 学 の 現 代 化』 晃 洋 書 房,1995年,「 サ ー ヴ ェ

イ:イ ン タ ー ネ ッ ト統 計 情 報 の 意 義 と課 題」 経 済統 計 学 会 「統 計 学 」 第71.号,1996年,な どを 発

表 した 。 そ して 自 ら の ホ ー ムペ ー ジ 〔http:〃www.econ.kyotov.ac.jp/～nozawa/noz調w即3、

htmDに 上 記 の 研 究 〔*印)を 公 開 して い る。 この小 論 は 以 上 の研 究 か ら も大 き な示 唆 を得 た 。

2)ク リフ ォー ド(1997)は,イ ン ター ネ ッ トの 効用 の企 業 的 な宣 伝 に対 す る警 鐘 で あ る。
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単 な 整理を試 みたい。

その上で,ま ず.市場経済 の推進者であ る企業の内部でのイ ンターネ ッ ト利用

(イ ン トラネ ット)に つ いて,メ ーカー,建 設会社,銀 行な どの具体例 を通 し

て分析 し,企 業に とっての意義 について検討す る。次 にイ ンターネ ッ トを利用

した販売活動 やSOHOの 活 動 な どのイ ンター ネ ッDビ ジネスにつ いて検 討

す る。 とくに,S(,HOの 典 型 的な例 を分析 してネ ッ トワーク型労働 につ い て

考察する。最 後は,営 利 目的の利用形態か ら離れて,行 政機 関や市民運動 によ

る公共的社会的な インタ甲ネ ッ ト利用 について検 討す る。

11イ ン タ ー ネ ッ トの 技 術:TCP/IPと ル ー タ ー

一 般 的 な イ ン タ 「 ネ ッ ト利 用 の 中 で 有 用 性 が 高 い も の に
,WWW(World

WideWeb)に よ る 図 書 検 索 が あ る 。 ホ ー ム ペ ー ジ の 中 た キ ー ワ ー ドを 入 れ る

と,そ の 時 ま で に 出 版 さ れ た 本 な い し 図 書 館 の 蔵 書 の 一.一覧 表 が 手 元 の.パ ソ コ ン

の 画 面 に す ぐ に 送 ら れ て く る 。 一 覧 表 の 中 の 書 名 を パ ソ コ ン の マ ウ ス で 押 す だ

け で そ の 本 の よ り詳 し い 情 報 を 見 る こ と が で き る 。 あ る 出 版 社 の 団 体 の ホ ー ム

ペ ー ジ で は 現 在 日 本 で 入 手 で き る50万 冊 の 本 が 検 索 で き る%蔵 書 検 索 が で き

る 公 立 図 書 館 の ホ ー ム ペ ー ジ も あ る ㌔ ま た 学 術 情 報 セ ン タ ー が,全 国 の 大 学

が 所 蔵 す る 和 書 と 洋 書 を 検 索 で き る ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 した%そ して 研 究 者

が 個 人 的 な 創 意 に よ り開 設 し た 学 術 用 ホ ー ム ペ ー ジ は す で に 数 多 い5}。 こ れ ら

の 各 機 関 の コ ン ピ ュ ー タ ー ηの 中 の 情 報 が 世 界 中 の パ ソ コ ン か ら検 索 で き る 共

3)El本 書籍出版協会 。http=〃www、books.or、}p

4)岐 阜県立図書館。htlp;〃www.smUe.pref.gifu.ip/且brafア ノ1ibmj.htm

5)学 術情 報セ ンター一。hap:〃webcatnacsis、ac.jp

6)例 えば愛媛大学の赤 間道夫氏は,経 済学 占典の全文テキス.トを瞬時 に.入手で きるホー ムペー ジ

を一・個 人が 開設 で きる ことを実証 した。http:〃www.cpm』.ehime・u.ac.jp/AkamacHome

Page/Ak烈mac.ht皿 】

7)コ ンピュー ター とい う機械(machine)を 労働手段 とだ け表現す る論者が多 い。また ソフ ト.

ウェ アにす ら 「労働手段」 とい う概念 しか与 えない もの もある(百 沢.1987,58ペ ージ)。 しか

し本論で明 らかなよ うにコ ンピューターは コ ミュニケー ション手段 で もあ り,む しろ計算機 は本

来は コ ミ玉ニ ケー ショ ン手段 の一 つ なので あ る。従 って コン ビュー.ターに はmeansofcom-

municatめnandlabQrと 」・う概念を与え るべ きであるり
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有情報 とな っている%

も う一つのイ ンターネ ッ トの利用 は電子 メー ルである。パ ソコ ンで書いた通

.信 文が,メ ール用 ソフ トウェアの ボタンを押 すだけで,イ ンタ」ネ ッ トにつな

.が つた世界 中のコ ンピューターに数分ほ どで届 く。同 じ通信文 を複数の人 に同

時に送る ことも容易で ある.手 紙 を封 筒に入れ,住 所 を書 き,切 手 を貼 り,郵

便局に行 くとい う手 間が ない。相手は読みたい時に読 めるので,電 話の ように

相 手の仕事 を中断させ ることがない。 ファックス と違い,相 手の通信文 を正確

に引用 しなが ら返信 を書 けるので正確 な回答 を したいと きは有用であ る。そ し

て,送 ったメールも受 け取 った メ.一ル もパ ソ写 ンの中に保存で き,そ れを簡単

に検索で きるので,紙 の書類が減 らせ る%

以 下で は,イ.ン ター ネ.ッ トの経 済的社会 的利用形態を論 ず るに必 要な限 りで,

イ ンターネ ッ トの技術 について簡単 な整理 を試み る。

イ ンター ネ ッ トとは言 うまで もな く,企 業や 大学 にあ る個別 の コ ンピュー

ター ・ネ ットワー クを互 いに接続 した世界規模 のコンピュー ター ・ネ ッ トワー

クで あ る。.ネ ッ トワー ク同士 が通信 す るための規約がTCP/IPで あ り,接 続

用の交換機がルー ターで ある。そ こで インター ネ ットは,多 数 のルー ターが互

い につなが った ネッ トワーク と言 うこともで きる.

個 別 の ネ ッ トワー クを イ ンター ネ ッ トに接 続す.る こ とは,NIC(Network

Info㎜ationCenter)の よ うな民 間団体か ら他 のネ ッ トワーク と重複 しないIP

ア ドレスを割 り当てて もらうことを除 けば,い か なる政府機関 の.認可 も不要で

あ る。TCP/IPと ル ー ター に基 づ くだ けで,ど んな コ ンピューター ・ネ ッ ト

ワー クもイ ンターネ ッ トに簡単 に接続 で き,異 機種 のゴ ンピュ一 夕一間の通信

が実現す る。 これが イ ンター ネ ットが世界規模へ と拡大 した技術的 な理由であ

る。従来,異 なるコ ンピュー ター を接 続す るにはVANの よ うな特 別な設備や

8>こ れ もまた 「コンピュー ダー ・ネ ッ トワークは(中 略).情 報処理活動の 自発性,共 同性 を高 め

る条件 を拡大 した」(小 林,1987,89ペ ー ジ)と い うことの今日的な形態で ある。

9)筆 者が1995年 に ドイ ツの研究 者 と日本企業 の共 同調査 を した時,事 前の 日程や調査項 目の打 ち

合わせ に電子 メー ルを使い,そ の高速性 と有用性 を体験 した。

潮
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業 者 が必要であ った。

TCP/IPと い う通信規 約に従 うと,そ の個別 ネ ッ トワー クのルー ターに情報

を送 るだけで,ル ー ターか らルー ターへ と自動 的に情報が転送 されて宛先に届

けられる。例 えば,あ るパ ソコンか ら電子 メールをkoba@keizai.ac.jpと い う

宛 先(コ ン ピュー ター)に 送 る と.す る。 ま ずTCP(transmissioncontrol

prot⑪col)の プbグ ラムが通信文 を,パ ケ ッ トと呼 ばれ る小単---:(最 大65Kバ

イ ト〉 に分割す る。次 にIP(internetprotocol)の プ ログラムが 各パ ケ ッ ト.に

宛先情撮 を付 けて ルー ター に送 る。ルー ターは宛先情報 を読み取 り,自 分 とつ

なが って いるほかの ルー ターの うち宛先 に近 いほ うにパケ ッ トを送 る。受 け

取 ったルーターも同 じように して別 のルー ター にパ ケ ッ.トを送る。 これが繰 り

返 され てバ ケ ッ トが転送 され,宛 先 のコ ンピュー ターkeizai.8C.jpに 送 り込 ま

れ る と,そ このTCPプ ロ グ ラムが分割 され たバケ ッ トを元 の通信文 に復元す

る。 こうして受 け取 り人のkobaは そ の通信文を読む ことがで きる。

イ ンターネ ッ トでの通信 の特 徴は,パ ケ ッ トが転送 され る経路(route)を

管 理す るものが ないこ とであ る。 また個々のパケ ットは別々の経路 をたどって

宛先 に着 くことが あ り,そ れが宛先で復元され ることである。 も し途 中で故障

した り混雑 しているルー ターがあれば,別 のルー ターにパケ ッ トを送 って迂回

す る。従 って,中 央 のコンピュ「 ターにすべての情報 があるパ ソコン通信の よ

うな コンピューター ・ネ ッ トワー クとは異なる し,通 話 中は一本の決 まった回

線 を占有 し,全 体 を電話会社が管理する電話 とも異 なる。通信網 としての ネッ

トワーク 自体が 自律性を もつのである。そ こで,大 地震 によ り交換局が故 障 し

て電話が使 えな くな った ときで も,イ ンターネ ッ トは全世界 との コ ミュニケー

ションを維持 したのであ る。

ネ ットワー クが 自律性を持 つのは,各 ルーターが他 のルー ター につなが る経

路表 を記憶 してお り,し か もこれをルー ター同士が互い に定期的 に教 え.合うか

らであ る。 これ を動的経路制御 とい う。 これによ り,各 ルー ターは,変 動す る

ネ ッ トワー クの経路情報を刻 々 と更新す るので あ り,ま た新 しいルー ターを接
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続 する とそのことがただ ちにほ.かのルー ターに次 々 と伝達 され,全 世界 との通

信 が自動 的に可能 となるのであ る。

情報 をパ ケ ットとい う小 単位 に分 割 して送 るとい うアイデアを出 したのは

1964年,米 国のラ ン ド研究所 のポー ル ・バ ランである。米空軍が その研 究 を依

頼 したのは,1961年 に軍 の3ヵ 所の電話中継所 が爆破 され,国 防通信 システム

がまひ した事件 が きっか けで あった。 スプー トニ ク ・シヲックか ら間 もない空

軍は,核 攻撃に も耐 える新 しい軍用の通信 命令 システムを必要 としたのであ る。

バ ランは,一 部 の通信線が切れ ても残存す る線で通信 がで き,し か も一つ の通

信が通信線 を長時間占有す ることのない通信 システ ムを考案 した己 しか し軍 は

この研 究を中断する。

こ の ア イ デ ア を 受 け 継 いだ の は,ARPA(AdvancedResearch.Projects

Agency)の ラ リー ・ロバーツであ る。15⑪.億円の研 究予算 を もとに1969年,パ

ケ ッ トを 自動 的 に転送 す る装置(ル ー ター の原型)が4台,ミ ニ コ ンピュー

ターを改造 して製作 され10),そ の 仲介 によ り機種 の異 なるコ ンピュー ター間の

通信が実現 した。 このARPANETが 次 第 に拡大 し,1976年 に は50の 研 究機 関

をつな ぐコンどユー ター ・ネ ッ ト7ー クとなる。 またユ970年代 半ばに誕生 した

TCPが,1983年 に米軍 の正式 なプロ トコル とな り,同 時 に軍用 ネ ッ トワーク

と研 究機 関の ネ ットワークが分 離 した。 そ してTCP/IPの 普 及 とと もに,イ

ンターネ ッ ト(TheIntemet)と い う言葉 も普及 し牟。.

. TCP/IPと ル ー ター によ るコ ン ピュー ター ・ネ ッ トワー クは,遠 くの.コ ン

ピュ.一ターの中 にあ るフ ァイルを手元 のコ ンピューターで受信す るために も使

わ れ たが,そ れ には煩 雑 な文字 コマ ン ドを入力 す る必要 が あった。1992年,

CERN(ヨ ー ロッパ原子核研 究機関〉の テ ィム ・バーナーズ ・リーがwwwを

公 開す る。 この ソフ トウェアによ り.,パ ソコンの画面.に表示 され てい る特定の

.10)筆 者 は 「情報化」 を,単 なるコ.ンビュー ター化 で も,「情報の重要性 が高 まるこ と」で もな く,

「コ ンピュー ター と電気 通信設備 とが融合 した情 報 ネッ トワー クの発展」(小 林,1988,35ペ ー

ジ)と 定義 した が,電 気通信装置 化 した]ン ピみ一 夕ーであ るルー ターで接続 され,各 種 サー

バーを利用 したネ ットワークであ るインター ネッ トもまたこの融合で ある。
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文 字 を マ ウ ス で 押 す と,遠 くの コ ン ビ.ユ 一 夕 ー に 入 っ て い る フ ァ イ ル が 送 られ

て き て そ の 内 容 を 画 面 で す ぐ に 見 る こ と が 可 能 に な っ た ウ さ ら に 同 年,米 国 イ

リ ノ イ 大 学 の 学 生 た ち がWWWを 使 っ て,デ ジ タ ル 化 さ れ た 画 像 も 閲 覧 で き

る ソ フ トウ ェ ア を 創 造 す る 。 こ れ が ブ ラ ウ ザ ー の 原 型 で あ る 。

WWWの ブ ラ ウ ザ ー で.見 る こ とが で き る の は.基 本 的 に は,HTMLと い う規

則 で 記 述 さ れ た 文 書,ハ イ パ ー テ キ ス ト蓋王♪で あ る 。 ハ イ パ ー テ キ ス トは 普 通 の

ワ ー ドプ 四 七 ヅサ ー で も 記 述 で き る 。 ハ イ パ ー テ キ ス トを収 納 し た コ ン ピ ュ 「

タ ー がWWWサ ー バ ー で あ り,ハ イ ノ.《一 テ キ ス トを 世 界 中 の コ ン ピ ュ ー ター

に 送 り出 す ソ フ トウ ェ ア を 内 臓 し て い る 。 ブ ラ ウ ザ ー か ら,ハ イ パ ー テ キ ス ト

の 名 前 と そ れ を 格 納 し たWWWサ ー バ ー 名(例 え ばhttpl〃www.abed.of.

JP/opqr,hml)を 入 力 す る と,WWWサ ー バ ー(www.abed.ef、jp)に 要 求 が

送 ら れ,そ の 中 に 収 納 さ れ て い る ハ イ パ ニ テ キ ス ト(opqr.hml)の コ ピ ー が

ル ー タ ー か ら ル ー タ ー へ と転 送 さ れ て く る 。

さ ら に1つ の ハ イ パ ー テ キ ス トの 中 に,.世 界 中 の ハ イ パ ー テ キ ス トを 簡 単 に

表 示 さ せ る リ ン ク を 多 数 書 き 込 む こ と が で き る 。 例 え ば 〈AHREF="http

〃ww侃hjlkmnjp/opqr,htm1"〉 ア イ ゥ 〈/A>と 記 述 し て お け ば12♪,「 ア イ

ウ 」 の 文 字 を マ ウ ス で 押 す だ け で,WWWサ ー バ ーwww.hijk.㎜.jpの 中 の

ハ イ パ ー テ キ ス トopqr.htnilが す ぐ に 転 送 さ れ て く る 。 さ ら にabcd.gifと い

う デ ジ タ ル 画 像 が あ っ た と き,ハ イ パ ー テ キ ス トの 中 に 〈IMGSRC="abcd.

gif"〉 と 書 い て お く と,ハ イ パ ー テ キ ス トの 中 に こ の 画 像 が 表 示 さ れ る 。 文 字

と画 像 を 文 書 に 自 由 に 配 置 で き,情 報 表 現 力 が 高 ま る 。 ま た(AHREF・"rstu,

mov"〉 ア イ ウ 〈/A>と 記 述 す れ ばrstu.movと い う 動 画 を 見 る こ と が で き,

〈AHREF・Z.au"〉 ア イ ウ</A>と 記 述 す れ ば 音 声 が 送 ら れ て く る 。 しか

11)HTML(HyperTextMarkupLanguage)で 記述され たデジ タル ・ラ ァイルの呼称 は,ホ ーム

ベー ジ,HTML文 書,.HTMLフ ァイ ル,ハ イパーテキ ス トフ ァイル,Webベ ー ジなどまちま

ちであ る。 ここではハ イパーテキス ト(HTMLやHTTPの 中のHT[hypertext])で 統一 する。

また 「ホー ムペー ジ」 は,個 々のWWWサ イトの最初に現れて 目次の役割 をするハ イパー テキ

ス トという本 来の意味で使 う。

12)HREFはhypertextreferenceの 略p
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もハ イパー テキス トは,そ の コ ピーをwwwサ ー バー に送信 した直後か ら,

イ ンター ネッ ト上の世界 中の コ ンピュー ターか らそれを閲覧 し,マ ルチメデ ィ

ナ情報 を共有で きるよ うになるのであ る。

IIIイ ン トラネッ トの実例 とその経 済的利用

イ ントラネ ットintranetと は,イ ンター ネ ットの技術 を利用 した,企 業 など

組織内用の コ ンピュー ター ・ネ ッ トワー クであ る。 インターネ ットの技術要素

であ るTCP/IPや ル ー ター,wwwの た めのブ ラウザー とWWWサ ー バーが

利用 され るが,本 質的に開放 的なイ ンターネ ッ トと異な るのは,企 業 などの内

部情報 を保護す る処置 をす ることで ある。

従 来の企業 内情報 システ ムは汎用大型 コンピュー タ.一を中心 とし,電 算部 門

な どの特定 の部署 によ り集 中的 に管理 され てい た。その後分散処理を可能にす

るクライア ン ト/サ ーバー ・システ ムが導入 され たが,こ れ は末端のパ ソコン

の ソ フ トウェアの 更新 に手 間 と コス トが かか った。WWWを 使 う.イン トラ

ネッ トの場合,ME革 命 に よ りMPUや メモ リな どの価格が下が ったためパ ソ

コ ンの 価格 も低 下.し,ま たWWWサ ー バー用 コ ン ピュー ター もか つ て の

UNIXマ シ ンよ りも低 価格 にな り,今 で は30万 円 台で 市販 されてい る例 もあ.

る。 またWWサ ーバ ー用 ソフ トウェア撫 償 か ら獅 円,ブ ラウザーは無

償 か ら 数 千 円 で 入 手 で き る。 こ う して 社 内 に す で にLAN(localarea

network)が あ るならばイ ン トラネ ットの投資 コス トはかな り安 くなる。い く

つか の企 業内で個 々の部 門の発案 によ り,イ ン トラネ.ッ.トとwwwが 導 入 さ

れつつ ある。 イン トラネ ッ ト用WWWサ ー バーは1999年 に は世界で300万 台 に

達す るという予測 もあ る。

イ ンターネ ッ トとイン トラネ ットの関係 につ いて,中 島洋 は両者が次のよ う

な段 階をへて統合す ると予測す る。すなわち,(1>無 政 府状態の イ ンター ネ ッ

トの爆発 的普 及,② 初歩的 イン トラネ ット;イ ンターネ ッ ト技術 を企業内 に

取 り入れる,(3)高 度 なイ ン トラネ ット:既 存 の企業 内基幹 システムとの結合,
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㈲ 最 終段 階の インター/イ ン トラネ ット:高 度 な イン トラネ ッ トと社会 に浸

透 した インターネ ットとの統合。そ して現在 は〔1)から②へ の移行期 とす る'3〕。

つ まり個々に独 立 していた各企業の情報 ネ ットワー クが ,将 来 は社会全体をお

お うイ ンター.ネッ ト網 と統合 され るとい うわけだ。注 目 したいのは,② か ら(3)

に 移 行す るには,「 既 存の企 業内基幹 システム」 が管理す る内部情報 を完全 に

保 護 しなければ な らない とい う点で ある。それで は,現 在 の初歩 的 イ ン ト.ラ

ネッ トとぽ どの ようなものであ り,い か なる形態で企業は利用 しているのか 。

日本 の企業のい くつかの実例 を分析す る。

ある住設建材 メー カーで1995年10月 か ら全社的な技術情報検索 システムが使

われ始めた。 この技術情報 とは,製 造工程で コス トを最 も低 くするよ うに製 品

を設計す るノウハ ウな ど,同 社の技術者が蓄積 して きた開発や 製造 に関す る経

験や工夫である。技術者 には1台 ずつパ ソコンが提 供され,合 計5000台 のパ ソ

コンの ブラウザーか らいつで もこの技術情報 システムを検索 し
,参 照 したい技

術情報が設計 図や写真付 きで瞬時に表示される。 それ まで この技術 情報 は15冊

のバ イ ンダー にと じた紙 の書 類で提供 され,こ れが社 内120ヵ 所 に置か れてい

た。技術者 はそこまで出か けてい って見 ていたが,適 切 な情報の検索は容易 で

はな く,貸 し出 し中な ら時間のム ダが生 じた。

また新 しい技術情報を書いた書類 が毎年9万 ペ ージ追加 されていたが ,こ れ

を印刷 して120ヵ 所 のバイ ンダーの適切な位置 に とじた上で は じめて共有で き

た。 イ ン トラ ネ ッ トで は,技 術 情報 を表現 したハ イパ ーテ キ ス トをwww

サ ニ バーに コピー した直後か ら共有情報 となる。 このため有用 な設計製造 ノウ

ハ ウを共有 しよ うとす る機運が高 ま り,社 内の技術 向上が速 ま った。

このイ ン トラネ ッ.トは個別 の技術情報 を,ハ イパーテキス トの画像表現力 を

生か して迅速,確 実 に共有す ることによ り,企 業.全体 の技術水準の引 き上げ と

コス トダウ ンをね らい としてい る。

次 に,あ る電機 メーカーでは,合 計8万 台 のパ ソコ ンが社員1人 にほぼ1台

13)中 島 〔1997)49-50ページ。
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の割合で導入 されてい る。 この うち5万 台にブ ラウザーが搭載 され,イ.ン ト.ラ.

ネ ットが構築 された。

同社 の情報事業部で は,組 織改正がある と,700人 の社員 に知 らせ るため に,

改 正内容 を紙 に印刷 し,庶 務課の女性社 員が半 日がか りで配布 していた。1996

年7月 か ら全社員が ブラウザーでハイが一テキス トを見 ることがで きるように

な り,8月 の組織改正か らは イン トラネ ッ ト上で知 らせ るようにした。かつ て.

は古い書類の差 し替 えに手間がかか り,同 じよ うな質問 の電話 に対 して庶務 課

の社員が何回 も答 えるとい う雑用が発生 したが;イ ン トラネ ッ トによ り各社 員

がパ ソコ ンを使 って 自分で.見るよ うになった。雑用の減少 によ り,庶 務 課の女

性社 員は4年 前の80人 か ら40人 に 減る という人員削減が実現 した。

また総務部 は,出 張旅費精算 の支援 のためのホームペー ジを開設 した。 これ

で,各 社員が 自分で最新の旅費規定を参 照 し,リ ンクを使 って航空会社のホー

ムペ ー ジや最新 のJR運 賃表のハ イパー テキス トを参照 して,簡 単 に旅 費精 算

がで きる。そ のため総務部への問い合わせの電話 が減 り,一 度紙 に書かれた数

値 を コンピヌー ター に入れ直す手間 も省かれ,総 務部 の雑用が減 った。

以上で,企 業内での イ ン トラネ ットの利用 による効率化 の事例 を見て きたが,

次 に出張 を ともな う営業活動のための利用例 を見 よ.う。

上記 の電機 メー カーでは イン トラネ ットを,シ ステム ・エンジニアの営業活

欝1灘発墨1驚蕪襟.1
所で この デー タベー スにアクセ スす ると,最 新 のあらゆる製品情報 を顧 客に見

せ なが ら商談 を進め ることがで きる。また,あ る資料 を持参 しなか ったため に

契約が取れ なか ったい うことがな くなる。さ らに,以 前 は2万 人の システム ・

エ ンジニアに分厚い製品説明資料を印刷,製 本,配 布 したため,1人1万5000

「 円
,総 計3億 円の コス トがかか っていた。.このコス トはイン トラネ ッ トのため

の投資 コス トと入れ替わ った6

.

.「～

■
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ま た,あ るコンピュー ター ・メー カーで は,250台 のWWWサ ーバ ーが稼動

す るイン トラネ ッ.トが構 築され,各 部署が 出 した ホー ムペー ジが 互いに リンク

され てい る。

同社 の営業支援担当課は,そ のホームページか ら販売成功 事例 デ」.タベース

を検索で きるよう した。営業部門の社 員は どのパ ソコ ンか らで も,参 考 にした

い販売成功事例あ るい は トラブル事例 をキー ワー ドを入れ て検索 し,こ れを も

とに今後 の販売方針 を立て ることがで きる。 このデー タベ ースは以前か らあ っ

たが,営 業社員 は営業支援担当課 に電話 してデー タベ ースを検索 して もらい,.

結 果を印刷 した ものをフ ァックスで送 って もらうと.いう手 間がかか った。 しか

も自分 で検索で きない ため参考 にな らず,再 度検索 して もらうこと もあ った。

この イン トラネ ット上 のデータベー スに より,検 索 を仲介す る担当者 の手間が

減 り,営 業社員が情報 を入手す るの にかか る時間が節約 され,人 件費 の不効率.

が 減 った。さ らに情報 を必要 とす る人が 自分 で情 報を検索 で きるので,共 有情

報の利 用が活発 にな り,企 業全体の販売力の向..ヒが期待 される。 また商談事例

集を印刷 し製本す るための年 間3億 円の コス トも削減された。

次は建設会社 の画像情報共有 のための イン トラネ ットである。 この建設会社

は1996年4月 か ら,同 社 の施工実績であ る建物な どの写真7万 枚 を検索で きる

画像デー タベースを構 築 し,3500台 のパ ソコンか らアクセスで きるよ うに した。

これ によ り,営 業部員はキーワー ドで これ までの施工実績 を検索 し,そ の写真

をブラウザーに表示 し,カ ラープリ ンターで印刷で きる。そ して顧客 に対 して,

図 面ではな く画像で施工実績 を見せ なが ら商談 をすすめ ることがで きる。

それ までに も画像デー タ彗一スはあったが,全 国で2ヵ 所の拠点で しか検索.

で きなか った。営業部員はそ.の拠点 に電話 し,顧 客 に見せたい写真 の検索 を頼

み,結 果 を印刷 した ものを郵送 して もらい,そ の 中か ら必要な写真 のポ ジフィ

ルムを郵送 して もらうとい う手間がかか った。 それ までの検索依頼 が1日 数件

だ ったの に対 して,.イ ン トラネ ッ トの導入後 はこの データベー スは1口50件 以

上利用 され るようにな った。 ここで もハ イパ ーチキス.トの画像表現 力が企 業の
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営業活動 に利 用されている

これ まで はメー カーの事例 を見 てき.たが,次 に金融機関のイ ン トラネ ッ トを

見 よう。

あ る銀行で,全 国の支店が経営情報 を共有す るためのイ ン トラネ ッ トが1996

年7月 か ら導入 された。 この銀行で は,全 国の支店が提出する毎 月の営業報告

書 とそれ を集計 した文書 を,翌 月の8口 にはすべての支店 のブ ラ.ウザーで閲覧

で きる。それ までは各支店 長が手書 きの報告書を郵送 し,不 備 があれば修正 し.

た もの を郵送 し,そ れ を営業統括部で集計 して印棚 し冊子 に していた。 この冊

子が全国の営 業所 の支店長 に配 られ るのが半月後,一 般社 員が回覧す るのは1

ヵ月後であ った。 このため,翌 月の営業方針は1ヵ 月遅れの情報 を もとに立 て

られていた。

イン トラネ ットの導入後 は,各 支店長は毎月3日 ごろにはパ ソコ ンの ブラウ

ザ ーか ら実績値 を入力 し,前 月分の営業報告書 として本社 へ送信す る。本社 は

内容 を点検 して,必 要な ら書 き直 しを要請す るが,こ れ もネ ットワークを通 じ

て瞬時 に送信 され る。そ して本社が.全支店の営業状態を示すハイパーテキス ト

を作成 し,同 じ月の8日 にはホームページに載せ る。 このホームページに書か

れ てい る支店名 をパ ソコンのマウスで押せば,個.々 の支店の営 業実績がす ぐに

表示 され る。 しか もこの情報 は全社員がい マせい に参照で きるので,情 報共有

の タイムラグは大幅 に短縮 され た。 また分厚い紙の報告書の保管.スペース も不

要 になった。

各支店長 は,条 件 が似 ていて業績が良好な ほかの営業所 と自席を比較 し,そ

の営業 ノウハ ウを参考 に して 自席 の経営方針 に生か さなければな らない。つ ま

りこのイ ントラネ ットは,経 営情報 の共有 によ り企業全体 の収益 力の向上 を促

す ため の手段 であ る。

以上 のよ うにイン トラネ ッ.トは企業内 の情報 ネ ッ トワー クではあるが,従 来

のLAN(構 内 ネ ットワー ク)の よ うな局地 的なネ.ッ トワー クだ けで ぽな く,

全 国各地か ら利用され るコンピュー ター.・ネ ットワー クも含まれている。 これ
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が拡 大 して,取 引相手 の企業 などほかの特定の企 業 とのあいだ をイ ンターネ ッ

トで接続 した情報 ネ ットワークがエ クス トラネ ットと呼ばれている.6

あ る電機 メー カーは,1996年12月 か らホームページに購.入部材 の発注要件 を

掲示 し,競 争 入札 を受 け付 けるエ クス トラネ ットを開設 して きたが,基 幹の情

報 システムとの連携 は不十分だ った。97年9月 か ら基幹業務 システムをエクス

トラネ ット経 由の情報 に対応 させ,見 積 も りか ら契約,決 済,物 流 まで を一貫

して処 理で きるよ うにす る。 さ らにエ クス トラネ ッ トを通 じて取 引先 と図面

データを交換 し,設 計段 階か らの協調作業を迅速化,効 率化する。電子取引 を

拡大 し,取 引業務 を効率化 させ る予定であ る。

また あ る 自動 車 メー カー が1997年7月 か ら始 め た エ クス トラネ ッ トは,

WWWサ ー バー を使 って 自動車 の受 注状況や 工場の操業状 況 な どの情 報 をグ

ループ800社 と共 同で 閲覧す る情報 ネ ッ トワー クで ある。

イントラネットそのもののコス トは従来の情報化投資と比べて確かに安い。

しか し画像を顧客に見せれば売上が 自動的に伸びるものではないし,技 術情報

を共有で きれば技術が自動的に向上するもので もない。利益の増加を基礎的目

標 とする企業がイン.トラネットに投資する以上,何 らかのコス トダウンという

裏付けがあるはずである。

情報を共有するための分厚い書類の作成にかかる数億円の印刷製本費が不要

になったことは,明 白なコストダウンである。紙の書類の削減はその保管ス

ペースの.削減 という効果 も生む。そして紙の書類の配付や情報の代行検索のた

めの人員が不要になり人件費が削減されたというのも明白なコス トダウンであ.

る。

また人件費については時間のムダの減少による不効率の減少という効果もあ

る。例 えば情報は各 自がブラウザーで見るようにしたり,連 絡は電子メールで

することにより電話利用が減少することは,例 えば[ユ 通話よる仕事の中断時

間5分 ないし10分X通 話数X時 間当た り人件費]と いう式で計算される人件費
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の不効率 を減 らす ことにな る。また例 えば,電 話で情報検索 を依頼 し検索結 果

を ファックスで受 け取 るまでにかか る時 間と,自 分で イン トラネ ットのデー タ

.ベ ースを検索す る時間 との差か らも,人 件費 の不効率 を計算で きる。

ヒ それで は情報共有を迅速化するこ とは
,企 業 の営利活動 にメリ ットがあるの

だ ろ うか。上記の諸事 例によれば,最 新 の情報 に基づいて設計 方針,販 売方針,

営 業方針 を決定す ることであ り,利 益 に貢献す る情報 を迅速に企業全体 め標準

情報 にす ることで ある。 ハ イパー テキス トのコ ピーをWWWサ ーバー に送 っ

た直後か ら情報が共有 で きる とい う.インター ネ ッ トの技術 の優位性一 印刷書

類 による情報共有 と比 較 した一 が ここで活か されてい る。 とくに コンピュー

ターで扱え るこれまでの文書が文字 中心で表現力が印刷文書よ り劣 っていた の

が,.ハ イパーテキス トによ り文字 と画像 を任意 に配置 した不定 型な文書 を容易

に通信で きる ことが利 用されている。 しか しこの メリ ットを数値化す るのは困

難である。

ところでWWWに よ る情報 共有 には,企 業 の営利活動へ の貢献 と並 ぶ も う

一つの側 面がある
。.情報 を自分で検索す るには適切なキー ワー ドを選択 しなけ

ればな らない し,参 照 した情報 をもとに有効 な方針を立案す る判断能力が必要

、 であ る。すなわち,イ ン トラネ ッ.トがすべての人間の情報処理能力 の向上 を必

要 とする とい う側面で ある。 また従来の企業内情 報 システムは トップダウ.ンで

構築され,提 供で きる情報 はコンピュー ターの専 門家 が集 まった電算部 門な ど

が管理せざるをえなか った。 しか.しイン トラ.ネッ トのホームペ ージは,企 業内

の個 々の部署 が自らの仕事 の効率化や全 社的な有用性 を考慮 して随時 自発的 に

作成される。 ここにイ ンターネ ッ ト接続 の容 易さ と投資 コス トの安 さが寄与 し

ている。つ ま りイ ン トラネ ッ ト.が活かされるには,情 報 を提供 し共有 しようと

する人間の自発 的な意欲 と能力 を必要 としている。

ではイ ン トラネ ッ トの導入 は人間の情 報処 理能力の向.ヒを もた らすのだろ う

か。 こ.こで考慮 してお きたいの は中島の議論 である。 中島は,イ ン トラネ ット

の導入に向けて上司 を説得す るには,そ の投資 コス トを上 回るコス ト削減 が条
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件 に なるとし,具 体 的には人員削減 を提案す る。 しか も,同 じ職場 の社員 を減

らさないで コス トを削減す るとい う考 え方では,そ の企 業は大競争 の中で生 き

残れ ない と断言す る'%今 後企業が イ ン トラネ ッ トの導入 を計画 し,そ の コス

トを人員削減でつ りあわせ よ うとす る意思決定が行 なわれることはあ りうる。

しか しこれは イン トラネ ッ トが活用 され るための前 提である人間の情報処理能

力の向上 を抑 制する ことになる。

日本企業 では これ まで に製造部 門の ムダが徹 底 して排 除され,今 は開発や営

業な どホ ワイ.トカ ラーの生産性の向上が迫 られている。 ホワイ トカラーの労働

とは要す るに情報 の提供 と収集であ る。それに伴 うさまざまな時 間の ムダを排

.除 す る可能性 をイ ン トラネ ッ トは持つが,そ こにはデ ィレンマがあ る。

IVイ ンターネ ッ ト・ビジネスとSOHO

イ ン ターネ ッ トの利用 は企業に,人 件費や情報 ・通信 費などの コス トダウン,

迅 速な経営情報 の伝達 と共有 による不効率の減少 な ど内部効率 の向上 をもた ら

している。 イ ンターネ ッ トの営利的利用の もう一つ の形態は,企 業 ない し事業

者 が直接一般 の消費者やほかの事業者 とインターネ ット上で交信す ることによ

り事業活動 を展 開す る事例であ る。 これをイ ンターネ ット・ビジネスと呼ぶ こ

とにす る。 その代表 は,ほ かの流通業者の仲介な しに消 費者 と直接取引す る販

売 活動,す なわ ちイ ンター ネ ッ ト販売である。

イ ンタ」ネ ット販売は アメリカで先行 した。 アメ リカのあ るパ ソコン ・メー

カーは,オ プ ションの選択,金 額の 自動計算,そ.し て発注がで きるホー ムペー

ジを開設 し,受 注生産に よ り2週 間でパ ソコ ンを配達す るシステムを構築 し,

シ ェアを急速 に伸ば した。 この前提 には直接販売 によ り販売在庫や小 売 リマー

ジンが省かれた ことによ る高品質,低 価格 の実現が ある。

日本で もイ ンター ネ ット販売は急成 長 している。郵政省が インター ネッ ト上

に店舗 を開設 した2000社 を対 象に行 なった調査 によると,1996年 度 の市場規模

14)中 島(1997)1(8-litペ ージ。
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は285億 円で前 年度の40倍 になった。初期投 資額 は50万 円未満が56%,月 額 運

営費用は5万 円以..ドが49%を 占め,比 較的小額 の投資で 開設 されてい る。 しか

し採算(1996年 度)は,黒 字企業が19%,収 支 均衡が17%と す べてが成功 して

い るわけではな く,業 種 間のば らつ きもある15コ。

イ ンターネ ッ ト販売 の特徴の〒つは,特 徴 のある物産 を製造 ・販売す る小規

模 な事業 者の参入で ある。例 えば高級 陶器 の窯元が ホームペ「 ジで作品の写真

を展 示 し,注 文方法 を掲示 してい る。 また海産物 な どの生鮮食料品 を卸売業者

抜 きに産地直送で配達す ることを宣伝 す るホームペー ジもあ る。 しか しかつて

ホー ムペー ジを出 していた企業が今 は出 していない ことも多い。

大 手の企業で インターネ ッ ト販売 に成功 してい る例 として,衣 料品の通信販

売を営む アメ リカのL社 が ある。同社 は人口4000人 ほ どの町 に,3000本 の 電話

回線 を接 続 した オペ レー シ ョン室 を設 置 し,電 話 に よる注 文を2800人 の オペ

レー ターが24時 間,年 中無休で受 け付 けてい る。 クリスマス ・シーズ ンには注

文が1日17万 件 に達 した。消費者 はカタログを見 て注文 し,.オ ペ レー ターが顧

客名,住 所,注 文 され た品名,色,サ イズ,数 量 な どをコ ンピュー ター に入力

して,帳 票 とバー コー ド・ラベ ルを印刷 す る。 巨大 な倉庫 にアジアや 中南米か

ら輸入 された衣料 品が保 管され,倉 庫 の棚 か ら人間が 品物 を取 り出 し,バ ー

コー ド ・ラベルを貼 ってベ ル トコンベ アに載せ る。機械がバ ーコー ドを読み取

り,顧 客 ごとに分類 して箱詰め し,コ ンテナ トラ ックで 世界.各地へ配送す る。

日本の配送セ ンターの場合 は受注か ら1週 間以 内に全 国各地 に配送 され る。

L社 は1996年 か ら,ル ー ター9台 とモデ ム,そ して カタログの画像 を収納 し

たサーバーに よる インタ.一ネ ッ ト接続 を始めた。 これによ り1400人 の オペ レー

ター に相 当す る1日8万6000件 の 注文 を受 け付 けるこ とがで きる。 ここで も小

額の投資 による人員 とコス トの削減があ る。

日本の大手企業 によるイ ンターネ ッ ト販売の例 では,あ る百貨店が1997年6

月か らイ ンターネ ッ ト上に開設 した バーチ ャル ・モー ルがあ る。 「売 り場」は

15)郵 政省 〔1997)113ページ以下。
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東 京 都内の ビルの中にある机三つ ほど部屋で,3人 の店員が ノー ト型パ ソコ ン

で対 応す るとい う低い コス トで始 められ た。顧客 はハ イパ「テキス トに掲載 さ

れた商品の画像を見て注文 する。 アクセス数 は毎 日1万 件 以上 ある と言われ,

ア メ リカか らもアクセ.スがある。売 れているのはブラン ド品や化粧 品,あ るい

は中元商品 など晶質を直接確かめる必 要が少 ない 品物であ るが,24時 間 アクセ

スで きるので 百貨店 に行 く時間がない消 費者 には便利だ とされてい る。

インターネ ッ ト販売 は局地的な産物を全世界 の消費者 に直接 販売す る可能性

を開いたが,同 時 に,従 来の販売方法では当然 とされ てきた販売 コス.トを縮 減

す る効果 もある。 アメ リカの書籍販売業者が開設 したホームペ ージに日本の顧

客 も集まるよ うになった結果,日 本の大手の洋書販売会社が値下げ に踏み切 っ

たの もその効果の一例であ る。

.

`

最 近 アメ リカで,.自 宅 内の事務所(homeoffice)な い しその近 くの小規 模

事務所(smalloffice)で,あ る企 業 の社 員 と して,あ るい は独 立 した事 業者

と して,イ ンターネ ッ トな どの情 報 ネ ッ トワー クを駆使 しなが ら仕 事 をす る

人々 が 増 え て きた。 この よ うな 事 業所 あ るい は そ の事 業(者)はSOHO

(SmallOfficeHomeOffice)と 総 称 され てい る。 アメ リカで は 自宅内 の事 務

所で会社 とネ ッ トワー クを結 びなが ら勤務 す るワー カーが800万 人 以上,自 宅

の事務所 で仕 事をす る独立事業者が1300万 人 以上,自 宅外 の小規模事務所で勤

務す る人々な ども合わせ ると5000万 人 以上のSOHOが 活 動 してい ると言われ

る。 また 日本 で も雑 誌 記事 の 制作 や ソ フ トウェア 開発 な どの事 業 を営 む

SOH()が600万 以..ヒい るといわれる]6〕。.

ア メ リカ のSOHOに は,例 え ばサ ン フ ラン シス コ の 自.宅の一 室 に コ ン

ピュー ター,コ ピー機,フ ァックス,4.本 の 電話回線な どを装備 して,大 企業

相手 にニューズ レターを発行す る コンサ ル タン トがい る。また 日本で も三鷹市

周 辺のハ イテ クマ ンシ ョンに特殊 な用途 の ソフ トウェアを請 け負 う企 業が 集

16)ギ ルドジャパンのホームページより。hap;//mcagate皿ca.orip/～guild/inde■一2.htm



84(84).、...第161巻 第1号

まっている。

そ こで以下で は,SOHOの うち最 も注 目され る,小 さな事 務所で イ ンター

ネ ッ トを駆使 して ビジネス を展開す る独立事業者 の事例 を検討す るr)

A社 は,あ るプランナー によって設立 され た企業で,パ ソコ ンお よびその周

辺機 器な どの商品や映画,CD-ROMの コ ンテ ン.ツ,イ ベ ン トな どの企画書 を

制作 している。 したが って,.い かな る製品が現在 の市場 に受 け入れ られ るかを

メーカーに提案す る役割 を果たす。

A社 の事務所(東 京)の 広さはわずか10坪 で,社 員 はオーナー を含めて数名

で あるが,彼 らはインター ネッ トな どを通 じて80人 以上の世界 中の スペ シャリ

ス ト.と接触 を もつ。 スペ シャ リス トとは,情 報 の コ ンテ ンツを.制作す る アー

テ ィス ト,イ ラス トレイターや..技 術者,流 通業者,.貿 易業者 などさまざまで

ある。企画(プ ロジェク ト〉.ごとに,社 員の一人が,接 触 のあ る世界中のスペ

シ ャリス トか ら必要 な 人材 を選 んで プロ ジェ ク トへの 参加 を呼 びか ける。

WWW上 で 人材 を募 集 した り,.オ ーデ ィシ ョンで 選抜 す るこ ともあ る。重 要

なこ とは,プ ロジェク トごとに最適 な人材 を組み合わせたチ」 ム(組 織)を 編.

成 し,企 画が完成す ると解散す ることで ある。

プロジェク ト・メンバー間の コミュニケーシ ョンや成果の受 け渡 しは ネ ット

ワー クを通 じて行 われ る。以前 は郵便や宅急便 で 数 日かか っていたが,電 子

メールに よ りア メ リカにい るメ ンバー と もす ぐに対話 で きる し,画 像 も添付

フ ァイル.としてす ぐに送れ るので,コ ミュニケーシ ョンは格段 に高速にな った。

こう してプロジェク トが,世.界 中の スペ.シャリス トとの共 同作業で遂行 され る。

直接対話 のコ ミュニケー シ ョンこそ画期 的な発想 を生み出す源泉 とみな されて

いるが,ブ レイン ・ス トー ミングな どの直接対話 は,ネ ッ トワーク上であ らか

じめコ ミュニケー シ ョンを重ねた上で行 な うので,む だが抑 えられてい る。

企画制作 には情報収集が欠かせない。かつ ては国会 図書館 に行 った り,新 聞

の切 り抜 きを集 めた りしていたが,現 在 では コ ンピュー ター ・ネ ッ トワー ク

17)以 下は,A社 でのインタビューに基づいている。
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(パ ソ;1ン 通信 を含む)を 通 じて収集 す るよ うにな り,時 間が節約 された。 ま

た外国 の図書館やFTPサ イ トか らファ ックスな どの手段で資料 を手に入れ る

ことも多 い。

事務所 はパ ソコ ン7台,サ ーバー5台,電 話 回線4本 にインター ネ ット専 用

回線 を装備 してい る。そ こか らIPア ドレスを割 り振 ってい るクライア ン トは

200台 あ り,エ クス トラネ ッ トが形成 され てい る。 これ らの運用 にかか る通.信

費は,数 十万 円の家賃 を含め て毎 月200万 円で あ るが,近 年 の利益 はそ の数倍

に達 している。

2年 前に現在の事務所 に移 るまで は,30坪 の 事務所 に14人 の常勤 ス タッフを

かかえ,毎 月150万 円 の家賃 と300万 円の人件費を費 していた。 しか しバ ブル経

済の崩壊 に直 面 し,ま たネ ッ トワー クを駆使 する海外 のプ ランナー に対抗 で き

る競争力 の必 要性 を直視 し,対 応を迫 られた。そ こで 一時期4畳 半の事務所 に

移転 し,オ ーナーと半常勤の秘書.・人 とい うネ リムな体制で,ネ ッ.トワー ク型

企業 の実験 を行 ない,そ の実現可能性 を実証 した。現在,会 社運営に必 要な会

計処理 などの実務 に人員を置かず,各 社員が会計 ソフ トにデー タを入力 して済

ませ てい る。

このA杜 の事例 か ら,ネ ッ トワーク型企業 には以下のよ うな特 質が ある。第

1に,彼 らの労働 の成果 はその オ リジナ リテ ィや意 外性 で評価 され る。 イ ン

ター ネッ トを利用 した世界規模の コ ミュニケー シ ョンによる制作活動 は,プ ロ

ジェク トごとに新 しいメ ンバー構 成,新 しい発想 を.もつ人材 の参加 を容易に し,

そ こでの新 たな人 的接触が斬新 な.発想の源泉 となる。第2に,イ ン.ターネ ッ.ト

の利用 によ り,世 界規模 の情 報収 集や コ ミュニケーシ ョンの時間が大幅に短縮

され ている。電子 メー ルに よ り交信相手が7倍 になって も,必 要な時間は半分

近 くになった。画像 を簡単 に送信受信で きることが コ ミュニケー シ ョンの効果

を高 めた。 また直接 対話 がさ らに効率的 になるため10の プロジェク トを同時進

行 させ ることがで き,時 間当た り売 り.ヒげが増加 した。郵便や宅急便 との違い

は明 白であ る。 第3に,プ ロジェク トを担 うのは,世 界に散在す るスペシャリ
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ス トたちの分業体制で ある。言 い換 え る と,そ の時 々でSOHOの 協 働 と協 同

が 創出され るのであ り,各SOHOは 自立 して自己の専 門能力 にふ さわ しい仕

事 を自分 の計画 に合わせて選択 し,担 当す るので ある。第4に,ス ペースの節

約 である。 多数 の社員のため に机 を置 くスペースが不要 にな り,場 所を とる大

量 の書 類が,容 易に検索で きるネ ッ トワー ク上 の情報 に置 き換わ った。

最後 に,以 上 の要素が,こ の小企業体を経営 的に成 り立たせ るコス ト構 造を

実現 した。事業 コス トのほとんどは人件費 とネッ トワー ク通信費であ る。人件

費は固定費でほな く,プ ロジェク トごとに最適 な人材 にかか る人件費であ る。

通信費の効率性 は,宅 急便 などの費用 とは比較 にな らない。

さて,A社 のよ うなSOHOは 常 にコン ピュー ター ・ネ ッ トワー ク上で 自分

た ちの労働を互いに調整 し,自 分 の能力 にふ さわ しい業務 を互 いに分担 してお

り,そ の分業 関係 は刻々 と変化す る。 「企業内で」 とい う枠が ない,こ の よ う

な労働(組 織)こ そ ネ ッ トワー ク型労働(組 織)で あ る18}。ネ ッ トワーク型労

働 は,労 働の成果がデ ジタルな情報で あるか ら成 り立つ とい う側 面 もあるが,

財 の製造 において も,ワ ーカーが その創意 を互 いに自発的 に交流 し調 整 し合 う

.方 が製造物の品質や生産性を改善 しコス トを最小 にで きるか もしれない。 この

よ うなネ ッ トワー ク型労働 が経済社 会で普及 す るにつ れて問題 にな るのは,

個 々の人 間がいか に特殊な能力や創意性 を もつか,そ してそれ をいかに適切 に

編 成す るかで ある。 とはいえ長 期的 な雇用保障が ないSOHOの 場 合,企 業間

競 争の渦 中で転廃業 を余儀 な くされ,そ の一方で新 たなSOHOが 創 業 され る

とい う変動が不可避であ ろ う。従 って ネ ットワーク型労働 における個性的能力

の発揮 は市場 メカニズムの圧力の もとで展開される と言 うべ きなのであ る。

V公 共的社会的 なコンピューター ・ネ ッ トワーク

こ れ ま で に 民 間 企 業 や 小 規 模 事 業 者 が 市 場 経 済 で 生 き残 る た め の イ ン タ ー

18)こ れ はvirtualCl,uperaしio皿とも呼 ばれ,会 社 と しての登記 な どの形式 は整 って ないが ネッ ト

ワー ク上で.事実上は存在 してい る企業 を意味 してい る。 ところが これが しばしば 「仮想企業」 と,

あたか もその存在を.入間が仮 に想定 しただ けの企業の ように訳されている。
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ネ ッ ト利用の諸 側面 や,情 報共有 の経済効果 につ いて検討 して きた。 ここで は,

行 政機関や市民活動 のための公共 的社 会的 なインター ネ ット利用 を検討す る。

インターネ ットの当初 の 目的は軍事用であ ったが,実 際 には研究活動 のための

情報交流 とい う準公 共的な 目的で も利用 されて きたのである。

行政機関 が開設ず るホームペー ジも増えてい る。.しか し日本で は単 な るPR

の ため のホー ムペー ジが多 く,行 政情報 の迅速 な公開 という本来 のニーズに応

えるには別の市民的公 共的 システムが必要であ ることは明白 とな っている。

アメ リカの行政機 関が公 開す る情報 の一つ に,自 動 車の安全性情報が ある。

NHTSA(NationalHighwayTrafficSafetyAdministration,米 国 運 輸.省 道路

交通安全局)の ホー ムページは,同 局が実施 してきた 自動 車の衝突 テ ス トの う.

ち1995年 以 降の結果 を公表 してい る1%検 索画面で,例 えば`toyota'の`coro1一.

la'と キー ワー ドを入れ る とす ぐに一 覧表が送 られて きて,5つ までの★の数

で表わ した運転席 と助手席の衝突安全度や,エ アバ ッグ;側 面防護 の有 無な ど

が 世界 中で わかる。 また行 政機関ではないが,1田S(米 国 道路安全保険協会)

が,い わゆ るオフ.セット衝 突の結 果を車種別 に公表 した ホ」 ムペー ジを出 して'

い る2D)。そ こにはオフセ ッ ト衝突やエ アバ ッグの動作がわか る動画 も掲載 され

ている。

NHTSAは 交 通事 故死者 数 を減 らすた め,ユ970年 か らエ アバ ラグの導入 を

提 案 して きたが,自 動車 メーカ.一の強い反対 にあった。 その 中で1979年 か ら

NCAP(NewCarAssessmentProgram)を 導 入 した。 これ は,無 作為 に購 入

した新車 を時速約56kmで 壁 面に衝突 させ,座 席上 のダ ミー人形 の頭部の障害

度な どを計測す るもので,多 数の 自動車の衝突 テス トが実施 されて きた。その

結 果はNHTSAが 文 書 や ビデオカセ ッ トで広 報す るだ けで な く,消 費者 団体

19)http:〃www.nhtsa、dot、gov,ま た オー ヌ トラ リア の ニ ェ ー サ ウス ウ ェー ル ズ 州 政 府 道 路 交 通 局

(httpT〃www.nrm瀦.com.au)や,口 本 の 自 動 車 事 故 対 策 セ ン.タ ー(http:〃www.osa,go.jp)の

ホ ー ム ペ ー ジ もあ る。 これ はNHTSAの ホ ー ム ペ ー ジか ら も リ ンク さ れ て い る。 自動 車 の衝 突

安.全性 につ い て詳 細 は小 林 〔1995>を 参 照 。

20)hap=〃www.hwy51・f巳ty.。rg
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の雑誌 に もっと分か りやすい形で掲載 され たため,消 費者 はこれを参考 に して

自動車 を購入す るようになった。上記のホームペ ージはこ うした情報公 開の延

長線 上.にある もので ある。そ して製品ρ安全情報 をメーカー名 と製品名 を付 け

て公表する姿勢 は,日 本 の通産省の姿勢 とは大 きく異 なってい た。

またアメ リカで は,立 法,司 法,行 政 などの公 共情報 を無料で提供す るコ ン

ピュー ター ・ネ ッ トワー クが 発展 してい る。 その代 表がClevelandFree-Net

で あ る。 これ は無 料のパ ソコン通信 サー ビスで,ク リ㌣ ブラ ン ド市周辺 の約

100施 設 に300台 以 上の端末 があ りパソコンを持た ない市民 も使 える。 イ ンター

ネ ッ トに も接続 しtelnetで 日本か らも利用で きる鋤。1995年6月 まで の登録者

は16万 人,ア クセ ス数 は1日16,000件 に なる。 このネ ッ トワー クで利用 で きる

のは,ア メ リカ最高裁判所 の判例 デー タベース,.ア メリカ史の重要文書全文,

大 学や公 共 図書 館の蔵 書 のネ ッ トワー ク検索鋤,医 療 情報 な どで あ る。 また

120以 上 の電子 会議 で市民が 自由に議論す る。

. ClevelandFree-Netの 起 源 は1984年,私 立 のCWR(CaseWestem

Reserve)大 学 の医 師が市 内の付属 診療所 間の連絡用 に開い たBBS(bulletin

. boardsystem)で あ る。 これに一般市民か らの.アクセスが殺到 したため地域医

療情報 システムへ と発展 し,さ らにほかの情 報サー ビスが追加 され た。そ こに

至 るまで に民 間企業がUNIXマ シ ンを提供 し,CWR大 学 が30万 ドルを投資 し

た(1994年 まで)。

フ リー ネッ トはほかの 地区 に も開設 されε3},ζれ らに情 報を提 供す る企 業

ACC(AmericanCybercasting)も 登 場 した。ACCは,連 邦議 会 の法 案の解

説や,大 統領や連 邦議 会議員が選挙 中に出 した公約な どを掲示 して当選後 の言

動 と比較す るためのデー タベースな どを提供す る2%

21)telnet:〃fr6en・t-in・c.Cwru..du

22)日 本の私立大学(岐 甲経済人学など)で も図書館蔵書のオンライン検索を市民に提供している

ところがある。

23)フ リーネットの一覧表は.知 野(1994)144ペ ージ。

24>富 山県議会が議事録を日車で初めてホームページに掲載する計画を発表した(「北日本新剛

1997年6月20日)が,r県 議会ニュース」のホームページはまだ建設中である。
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ま た カ リフ ォルニア州 はほかの州 に先 駈けて1994年1月 か らホー ムペー ジに

州議会 を通過 した法 案の デー タベー スを掲示 しだ%こ の情 報公 開まで には

ネ.ットワークを活用 した市民運動があ った。 カリフォルニア州 は以前か ら民間

企業が提供す る州議会 データベー スを持 っていたが,料 金が高額で あった。そ

こで公 共情報 は無料で提供すべ きとい う理念 に基 づいて このデー タベ ースを一.

般 公開する法律が 州議会 に出されたが,コ ス トがかか りす ぎる とい う理 由や民

間企業の反対 によ り1993年4月 には廃案 とな る可能性 が生 じた。 コラムニス ト

の ジム.・ウォー レンは,イ ンターネ ッ トに接 続されたパ.ソコン通信 を通 じて,

「コス トは安 くで きる し,民 間企業 は公共情報を加工するサー ビスを提供すれ

ばよい」 とす るキ ャンペー ンを展開 し,多 くの市 民に呼びかけた。 これ によ り

法案支持 の手 紙が短期 間に1500通 も議員 に送 られた。 こうして法案 は10月 まで

に州議会で可決された。 この事例 には,被 選挙人の言動 に対す る市民 の関心 の

高さ とい うアメ リカの政治 的条件 もかかわ ってはい るが,イ ンターネ ッ トによ

る個人的な情 報活動が 政治過程 を左右 した事例で もあ る。 インターネ ッ トは市

民が,目 的が異なる複数 のグループに同時 に参加 し,迅 速な コミ.ユニケーシ.ヨ

ンを とることを可能にするので ある。

一方
,NGO(non・gove㎜ental。rganization)な 肺 胴 ㈲1世 界各 地で

ホー ムペー ジを出 して いる閃}。国連 な どの国際会議 でNGOが 政 府 とは異 なる

立場の意見を直接 表明するよ うになった こともこれ を促 進 した。彼 らに とって

電話や フ ァックス以上にイ ンターネ ッ トが重要な コ ミュニケー ション手段 とな

りつつあ る貯コ。

これ らの市 民運動 や 組織 に最新 の情報技 術 を提 供す る ことを 目的 とす る

NGOが あ る。 そのAPC(AssociationforPr。gressiveCo㎜unications)銘,は,

25>hap:〃www.state.ca.us/s/govt/govcode.htm1

26)島 根大学の野田哲夫氏のホームベージに日本の各種市民団体のホームページへρリンクがある。.

http:〃sulaOO13.50c.Aim,,,.:置c.jp/links/linksO5.卜tml

.27)口 置(1996:)ぽ,イ ンターネットがNGOのf肯 報発信,会 員間コミュニヶーシgン の迅速.化・

低コスト化に有用な手段であることを論証している。

28)httPl〃www.ape、org
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1995年9月 の第4回 世界 女性会議 の開催地北京で50台 以.ヒのパ ソコンを含 む2

つ の コンピューター ・セ ンターを40人 の女性 ス タッフだ けで設営 し,す べての

参加 者が イ ンター ネ ットやwwwを 使 える よ うに した。そ して ここか ら会議

中の演説,政 府 間会議で配 られた文書,行 動綱領 などがただちに世界へ発信 さ

れ,WWWサ ー バーへ のア クセ スは累計13万 回にな った。 また 会議 参加者 が

会議 内容 を連 日発信 し,参 加で きなか りた人々が リアルタイムでそれを読んだ。

これは開催 国政府 の検 閲の ない情 報交流 とな った。

この コンピュー ター ・.ネットワー クを設営 した25力 国40人 の 女性 スタ ッフは,

会議 開始 の一 ヵ月前か らイ ンター ネ ット上 の電子会議で打 ち合わせを行な った。

こうしてあ らか じめ任務分担 などを決めたため,会 議 中の北京での打ち合せば

効率的にな った。電話や ファ ックスだ けではあれほ どの打 ち合わせば無理だ っ

た とAPCの ス タ ッ.フが述 べて いる。 なお,40人 の 活動 費30万 ドル は,APC.

が 国 際開発研 究セ ンターな どか ら集めた助 成金 で まかなわれ,ま た現地のパ ソ

コン50台 は コンピュー ター ・メーカーか ら寄付 された。

APCは25の 国 際的ネ ットワークの連合体(ア ソシエー シ ョン)で,世 界133

力国,5万 のNG()や 個 人をイ ンターネ7ト,電 話 回線,衛 星通信でつ ないで

い る。その 目的は,.人 間の発達,民 主主義 環境問題に貢献す るため,フ ァッ

クスや電話 よ りも低料 金の情報 システムの開発 に献 身す ることで あるが,常 駐

ス タ.ッフは2人 であ る。APC4tイ ギ リス とアメ リカの2つ の ネ ッ トワー クが

1987年 に提携 したのち,1990年 に7力 国のネ ヅトワー クが連合 して発足 した。

1993年 の 国連人権会議 以降,国 連へ の.市民参加 を支援す るネ ットワー クの構築

を担 当す るよ うにな り,ユ995年6月 には国連経済社会理事 会の公式NGO資 格

を取 った。 イ ンターネ ットは 「グローバルな市民社会 の中枢神経 」 とな ってい..

る ので ある呂%

以 上の公 共 的社 会的 コ ンビ匡一 タ.一 ・ネ ッ.トワーク と企業 内の コ ンビュー.

ター ・ネ ッ トワークとのあいだ には私的利益 の壁 があ りなが ら,技 術 的 には接

29)岡 部(1996)357ペ ージ。
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続 さ れてお り,し か もグローバル に接 続されているのが イ ンタ.rネ ットである。

企 業の中で,あ るい は独立の事業者 として人々が ネ ッ トワー クを通 じた情報処

理活動 に習熟す るにつれ,市 民たちが グローバ ルなコ ミュニ ケー シ ョンに参加

する条件 もまた成熟す ることにな る。
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